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意欲を喚起する空間「遊環構造理論」7つの条件
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▼藤沢駅

▼新林公園

▼新林小学校

▼境川

▼奥田公園

▼駅南口市街地
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藤沢クリエイトセンター

『希望の家』
生活・文化拠点

1
コンパクト・シンプル サーキュレーション・フレキシブル

多岐にわたる公共機能の集約化、複合化、また、融合化を図るため、どのように機能を再編成するかについて

藤沢市民の誇りとなる
新たな文化的コモンズの型
藤沢市民の誇りとなる
新たな文化的コモンズの型

日本最大の
市民オペラの伝統
日本最大の

市民オペラの伝統

リーズナブルな
建設運営管理費
リーズナブルな
建設運営管理費多様な市民来訪者の利用多様な市民来訪者の利用

緑の文化軸緑の文化軸

地球にやさしく
人や生命にやさしい
地球にやさしく
人や生命にやさしい

藤沢中央商店街の
にぎわいの復活
藤沢中央商店街の
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都市景観の整備都市景観の整備

藤沢・江の島の歴史
湘南文化
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藤沢の文化力を継承する拠点づくり

好きな時に来て、好きなだけいられる、目的がなくても
『あそびにいきたくなる場所』
これからの公共施設は、複合的な機能を持ち、市民や観光客が「遊
びに行きたくなる場所」であることが求められます。「何かをしに
行く」という明確な目的がなくても、「なんとなく楽しそうだから
立ち寄ってみた」というような軽やかな動機でも利用できることが
重要です。訪れてみたら意外と面白かった、楽しかった、もっと知
りたくなった、自分でもやってみたくなった──そんな自然な流れ
で参加や学びが生まれるような空間を目指します。

K県O市Oホール N県K市KホールＦ県Ｉ市Ｉホール

高い音響性能（1100席）

年間利用者 数全国1位（120 万人） 

I 県 K市 I図書館 Ｋ県Ｉ市図書館

年間120万人の集客を誇る プラネタリウムを内包する年間45万人

Ｙ県Ｓ町図書館

T都N市科学館Ｉ県自然博物館I県O市水族館

T県 F公園 Ｋ県Ｓ島公園

Ａ県児童センターＫ市児童館

図書館

博物館

公園

こども

世界の 3 本指に入る音響性能地域社会拠点として評価

高い回遊性をもつ空間構成図書科学館

年間 240 万人の利用者 都市のオアシス

日本最大年間50万人年間50万人
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既存の10の施設を、3つのホールと創造回廊に機能を再編成します

●藤沢市民会館

● 藤沢市民ギャラリー

●藤沢市アートスペース

●藤沢市南市民図書館

●藤沢市文書館

●常設展示室

●藤沢青少年会館

●藤沢市市民活動推進センター

●生涯学習室

〇その他（民間収益施設等）

ホール

計画地（複合施設）

人々が集い、奏で、響きあう、文化芸術の共創拠点
～多くの人に開かれた、多彩な活動を生み出す場～

市民参画プラットフォーム
計画地内外での実践的対話・交流

藤沢駅周辺エリア
官民による生活文化拠点都市の共創

「都市軸」の形成

歩行者環境の向上
沿道景観の形成

(アーバンストリートデザイン)等

基本設計者

管理運営計画者

市民(団体)
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魅力あるまちづくり・都市空間の創出
民間主導の
建替・リノベ・
開発等の誘発

(公園・街路等) (空き床等)

まちなかのコンテンツ（出会いの場）
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＆活用

活用
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連携 連携

マネジメント

活性化
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国

新たな
担い手
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促進

新たな
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デザイン・マネジメント

魅力ある商業地
・快適な生活環境

知識・文化の創造≒出会いの場≒コンテンツ

図１　設計者・市民参画プラットフォーム
　　　　　　の理想像と周辺エリアへの展開のイメージ

図２　関係者ごとの対話への参加イメージ

市民（個人・市民団体・NPO・民間企業等）
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藤沢クリエイトセンター

（創造集団の職能）

「希望の家」計画共同体

企画政策部
企画生涯学習部
総務部
財務部
市民自治部
子ども青少年部
経済部
計画建築部
都市整備部
教育委員会

…

シアター
博物館
市民交流
教育学習

こども活動
図書館
まちづくり
公園　等

多分野の市民どうしの
対話から、互いの共通
理解や関係を深める場

「希望の家」「藤沢らしく
持続するまち」の方向性
の共通言語化を図る場

まちなかのコンテンツ
での「実践」を通じた
対話の場

市民が「希望の家」やその周辺エリアでチャレンジしたいことを具
体化させるために、基本設計者がサポートしながら、複合施設の計
画段階からまちなかでコンテンツの助走や試走を行える機関として
「藤沢クリエイトセンター」を設置します。(図 3)
このクリエイトセンターは、周辺エリアの空き物件を活用し、コン
テンツを試す場として設定することで、チャレンジする気運を生み
出し、試しながら複合施設に必要な要素を明確化していくことがで
きます。

これからの公共施設づくりでは、行政支援のもと、市民を巻き込ん
だ自立的かつ創造的な組織運営が求められます。民間事業者の参画
により、自立的な公共施設を目指すには、SECI 理論 (※7頁参照 )を
踏まえながら、次のような段階で構想を深めていく必要があります。
①フラットな関係性での対話
②対話内容の言語化・理論化
③仮説的な空間・運営モデルの設計・試行・運営
本プロジェクトに関わる市の行政関係者は多岐にわたりますが、「市
民の生活文化をより良くする」という共通の目的があります。その
ため、関係部局の垣根を越えた横断的な対話と連携が不可欠です。
開かれた協働関係の構築が求められます。
市・管理運営計画者とは定期的な「全体連絡会議」を実施し、
CLUB・WORKSHOP 等から得られた成果を検証し、課題を見つけ、
対話と実践を繰り返すことで、持続可能で創造的な公共施設運営の
モデル構築を目指します。

図５　WORKSHOP のイメージ ( 代表企業実績より )

アーバンデザインガイドライン（計画編）の策定にむけて、デザインコード等の検討、デザイン方針の提

生活・文化拠点エリアの魅力を最大限に引き出すデザイン

①循環機能がある
②循環が安全で変化に富んでいる
③シンボル性の高い空間がある
④めまいを体験できる部分がある
⑤近道（ショートカット）ができる
⑥広場が取り付いている
⑦全体がポーラスな空間で
　構成されている

デッキイメージ 芝生広場イメージ マルシェイメージ

インクルーシブ遊具実績（代表企業）芝生広場実績（代表企業）

芝生広場実績（代表企業）

公園の中の小さなバスケットコートイメージ スパイラル広場イメージ

既存のペデストリアンデッキを含めた立体的な回遊動線を計画し、シー
ムレスな空間づくりを行います。

私たちは永年、こどもの成育環境の探求とデザインを中心に仕事をして
きました。1975 年にＴ財団の助成を受け、こどものあそび意欲を喚起
する空間の構造を研究し、1982 年にこどものあそびやすい空間の構造
として、『遊環構造理論』（図３）を発表しました。多くのこども施設の
設計に応用してきましたが、その後、この仮説は人々の意欲を喚起する
空間の構造として、まちづくり、広場づくり等にも応用し、H市民球場、
Ａ大学図書館、Ｆ運河環水公園、Ｉ県立図書館等で、その有効性を実証し
てきました。特にＩ県立図書館では、利用者より、「本を探すというよ
り好奇心の海を泳ぐように歩きまわった」と評価をいただきました。本
施設においても遊環構造理論を応用します。

1980 年代から全国にこども博物館、自然博物館、水族館、歴史資料館等、
多くの建築物をつくってきました。その多くは、極めて高い利用率を持つ
ものであり、集客力と満足度の研究で導いた設計提案を行ってきました。
満足度を与えるには何が必要か、その距離、展示数等の関係性を研究し、
それを環境デザイン論や、遊環構造デザインとして発表し、総合的な環境
デザインの理論のもと、本プロジェクトを進めます。

この方法では、私たちは既に多くの実績を持っています。私たちの
設計は、研究と実践としての設計・建設、そして、検証という 3つ
の段階を踏んでいます。建物ができた後に、使われ方を検証し、利
用者のニーズを発見し、再投資を提案するという方法をとっていま
す。その最高の事例が H 市民球場です。従来の野球場に比べ、6 割
のコストで仕上げ、利用者のニーズに合わせ再投資を行った結果、
カープ女子と呼ばれる集団ができる等、新しいファンを広げ、収益
を上げました。そして、更なる投資により、より多くのファンを獲
得するという好循環を生んだプロジェクトです。

私たちは、全国的に集客力があり、住民だけではなく、観光客にも利用
される多くの博物館施設を手がけてきました。博物館では、ハコ（建物）
そのものではなく、「伝える物」「伝えること」が重要であり、つまりビジョ
ンコンテンツが最も重要であると考えます。
私たちは常に、ビジョンコンテンツと一体となった施設づくりを行い、
日本でも有力な博物館施設を実現してきました。また、スポーツ施設に
ついても、PFI 事業を通じた豊富な設計経験から、管理運営者との共同
により、市民利用率と事業性を高め、工事費・運営管理費を通常比6割
減という水準で実現してきました。今回も、従来型の「設計・建設・運
営管理者」という形ではなく、運営管理者との協業によって、工事費、
市民利用率、事業性の向上が期待できると考えます。
【主な効果】 
① 無駄な空間を省き、共通利用を図ることで、工事費・メンテナンス
　コストの縮減に寄与
② 市民利用・来訪者利用の向上に寄与
③ 民間事業者の参入を積極的に検討することで、事業性の向上に寄与
④ 計画立案および運営に市民の参加が期待できる

管理技術者は、藤沢市内の高校を卒業後、1964年に大学を卒業し、著名な設
計事務所に入社。独立後、複数の国立大学で教授を歴任。現在は名誉教授と
して活動しています。
1970年代以降、公共施設の設計実績を積み重ねています。
これらのプロジェクト実績に共通する特長は、以下の5点です。
❶コストパフォーマンスに優れた設計❷地域の新たなランドマークとして
定着❸高い利用率と市民の支持❹専門家からの高評価と多数の受賞歴❺高
い事業性と経済効果。

代表企業は建築設計にとどまらず、まちづくり、広場や公園のデザイン、
こどもたちの遊び場の創造を通じて、地域の名所となる場所を数多く手
掛け、今もなお新時代の公共施設づくりの先駆けとなり、55 年の歴史を
誇ります。
今回のプロジェクトにおいては、新たな生活文化拠点の創出に向けて、
豊富なまちづくり実績を持つ組織、着実なコスト管理と品質管理実績の
ある組織事務所、合理性に基づく優れた構造を設計してきた構造事務所
などとコンソーシアムを組織し、革新的な本プロジェクトに挑戦します。

某市駅前再開発周辺地域での、コミュニケーション拠点の開設

複合施設の管理運営、文化芸術、まちづくり等に関係する様々なス
テークホルダーが関わる本プロジェクトにおいて、私たち設計者は、
それぞれのステークホルダーと密な関係構築を行い、かつ、キュレー
ターとして設計対話を通じた関係者間の価値観等の「共通言語化」
を図る役割と、各種専門家として必要な実務のサポートをします。

サーキュレーション・創造回廊
回遊・循環動線は建築を需要の変化に対応、時代の変化に対応させ
ます。これはこの公共施設の大きな特徴です。昨今は施設の需要・
機能がめまぐるしく変化します。それらをつなぐ、回遊、循環動線
は遊環構造により変化に対応します。ツリー型に比べチェーン型の
空間構成は変化に柔軟です。従って回遊性と循環性をもつ空間構成・
私達が提案する創造回廊は時代の変化に対応できます。（図 2,3）

効率的で適切な設備計画の選択
イベント時に使用されるホール関係のエリアと常時使用される共用
的なエリアとに分けて設備計画を行い、無駄なエネルギー使用が生
じない効率的なシステムを構築します。
ホールの多目的利用に対応した空調を行うことが出来るとともに公
共施設として他の建物の模範となるべく、導入可能な最先端のあら
ゆる省エネ再エネ手法を検討し採用していきます。

建築の複合化、コンパクト化
建物の機能を十分に損なわずコンパクトとする事が、空間・面積の
無駄、建設コストの縮減に直結します。基本構想等においても多く
の市民より、10 施設を複合化する事で市民サービス機能低下を心
配する声が寄せられました。しかし、私たちは経験から逆と考えま
す。従来の個別的な施設運営は建物の維持管理の面倒から、十二分
な費用と管理人員の確保が必要でした。複合化により、諸室の重ね
づかいなど、効率的な運用・サービスを可能とします。市民サービス・
市民利用という点でも、複合施設の方が利用率が向上し、道すがら
の利用・体験も利用頻度の向上に繋がります。このように我が国の
公共施設はさらに複合化を目指し、住民利用の頻度を高め、交流を
深める必要があります。同時にコストの縮減にも繋がります。（図1）
適切な工法の選択
現在、我が国における工事費は非常に高止まりしたまま、不安定な
状況が続いています。働き方改革や労働者不足といった国内要因に
加え、資材の価格や供給に関わる海外要因の影響も少なくありませ
ん。また、地域によって状況は異なります。
このような中、適切な工法を選定し、工事費の縮減を図ることは、
極めて重要な課題であると考えられます。こうした課題に対応する
上で、的確な提案力と柔軟な対応力を備えた優れた設計事務所の存
在が、ますます重要になっています。
メリハリをつけた適切な仕上の選択
建設コストにおいて、仕上の影響は約 30％に及びます。特注品を
使わず、性能を中心に仕上材を選ぶ事により、建築性能を上げ、コ
ストを縮減できます。通常、公共施設と商業施設の単価では、前者
が公共単価より高いのが一般的ですが、メリハリを付けた仕上等に
より、一般的な単価に近づける事が可能です。代表企業は商業施設
も多く手がけ、ローコストで高品質の建築を実現してきました。
合理的で適切な構造の選択
工事費縮減に大きく影響を与えるのは、面積と構造です。構造にお
いては極めて合理性が重要です。私達の構造担当者は、構造技術者
協会の会長も務め、我が国を代表する構造家です。H 球場では、通
常球場の60％のコストで優れた球場を実現しました。

藤沢市民の誇りとなる新たな文化的コモンズの型
大きく伝統的、都市的、財政的、生活的という 4つの側面から、課
題を2つずつ、計8つの課題に対し、融合的な組織運営を持つ空間
をつくり、環境価値の高い「藤沢市民の誇りとなる新たな文化的コ
モンズの型（モデル）」を提案し、実現することが本プロジェクト
の目的であると考えます。（図1）
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アーバンデザインガイドライン（計画編）の策定に当たり、以下の
事項に留意して生活・文化拠点のポテンシャルを最大限に活かした
検討を行います。（図1)
【建築に関するデザインガイドライン】
①建物位置：前面道路より 30m の離隔距離を確保し、前面道路に
対し圧迫感を与えない、『緑の藤沢」の印象づけるものとします。
②建物の大きさ、階数：前面道路側の立面計画は、体育館の高さを
超えない高さとします。建物の階数は基本的に 4 階までとします。
(図 2)
③大きな屋根のある建築外観（図3.4)
『大きな文化の希望の家』というべきイメージを市民に抱いていた
だくために、大きな屋根を持つ、市民に親しみやすい外観形状とし
ます。「人が集い、奏で、響き合う文化芸術の共創拠点」を藤沢湘
南文化を象徴する大きな希望の家―屋根がある施設とします。
④新林公園への景観的改善
藤沢文化拠点と新林公園との関係性を増すためにも、景観的により
つながりをもつ改善が必要です。施設を南側に設置します。(図5)
⑤境川からの景観整備
境川からの景観も極めて重要です。南面でもありメインホール・ラ
イブラリーホール・マルチホールと分節し、ヒューマンスケールの
緑豊かな親しみやすい計画とします。
【環境に関するガイドライン】
⑥色彩：藤沢市の「色彩景観ガイドライン」に準拠して、藤沢、湘
南文化を象徴し、周辺環境との調和をはかる色彩計画とします。湘
南の海との関係から、サンドベース、白灰色を基本とします。
⑦サイン計画
藤沢市の「屋外広告物条例」に準拠しながら、バランスの良い大きさ、
建物と調和した同系統の色彩とし、バリアフリーデザイン、ユニバー
サルデザイン、高齢化社会に配慮した幅広い利用者の意見を聞き、
検証しながら、デザインガイドラインを策定します。
⑧照明
夜間の安全性を十分担保できる明るさ、平均照度50lxを確保した上で、
都市広場についてはイベント時、演出的な照明も可能な計画とします。
【緑に関するガイドライン】
⑨既存樹木：既存樹木を可能な限り残し、保全します。(図 6)
⑩植栽：季節に合わせて、本施設、広場が華やぎ、にぎわいをもたら
 すような植栽計画をベースに、河川沿いには、桜並木を提案します。(図7)
⑪緑道：敷地南側には、河川沿いの緑道を整備します。建物は敷地
景観より、10m以上離隔距離をとります。
⑫日隠空間の設置
今後、我が国も、地球温暖化の影響から 5 月～ 11 月頃まで、猛烈
な日照に見舞われる可能性が高いと思われます。そのため、オープ
ンスペースにも日陰をつくる高木の植栽が必要ですが、仮設的な
ネットテント等の設置ができるような設えも重要です。(図 8)
⑬都市広場の水の空間の設置 (図9)
スパイラル広場に都市広場のうるおいとして、噴水を提案します。普段は
広場として利用し、暑い日差しの時に噴水を楽しめる市民の憩いの場を演
出します。その周りには、テーブル、ベンチ等を設けます。

本施設は、既存の10の施設の複合化を前提としていますが、私たち
は、これからの公共施設の方向性として「機能の融合」が重要である
と考えます。
   ・ 市民利用の向上 
   ・ ライフサイクルコスト（LCC）の縮減
   ・ 環境価値の向上
この考えに基づき、10の機能を大きく3つのカテゴリーに再編し、
「3つのホール」と「創造回廊」で構成される施設として提案します。

（図2）
Main Hall　メインホール
メインホールは、従来の市民会館の大ホール機能を継承します。オ
ペラの上演も可能な舞台機構を備え、市民オペラをはじめとした自
主的な文化活動が展開しやすい空間構成とすることで、地域文化の
核となる施設を目指します。
Multi Hall　マルチホール
マルチホールは、従来の市民会館の小ホールの後継ですが、より開
放的で、多機能に使われる空間とすることを提案します。音楽会や、
ダンス等の舞台芸術の小ホールとしての役割だけではなく、講演会
や展示会、美術だけでもなく、小さな学会の会場として、学術ポス
ター展示会等にも利用できるようにします。大ホールの練習場とし
ても、また、市民広場と一体となった利用もできる多機能な催し会
場として使われることを想定します。
Museum & Library Hall   ミュージアム＆ライブラリーホール
図書館、文書館、歴史資料館、美術館などは、従来から「Museum」の
カテゴリーに含まれる施設です。青少年施設も、アメリカ等では「チ
ルドレンズミュージアム」や「ユースミュージアム」として博物館的
な活動を展開しています。また、市民活動センターについても、市
民の学びや交流の場としてMuseum型施設の一部とすることが可
能です。このように機能を再編し、多様な学びや体験の場を統合的
に提供することで、従来の分散した施設機能が相互補完し合い、よ
り質の高い公共サービスが実現できると考えます。
Creative   Gallery　創造回廊
各施設や機能を有機的につなぐ空間として、私たちは「創造回廊」を
提案します。これは単なる通路ではなく、最小幅3mのギャラリー
空間として設計され、多彩なコンテンツが展開されます。創造回廊
は「見る・触れる・感じる」体験を日常的に提供することで、市民に
とっては新たな創造や交流の場となり、観光客にとっても施設の魅
力を高める大きな要素となります。（図3）

図4  敷地北側からの鳥瞰図2  敷地南側からの風景 現況：ペデストリアンデッキから新林公園への風景

提案：ペデストリアンデッキから新林公園への風景
図 5  新林公園に対する景観検討図

図3  大きな屋根を持つ『大きな文化の希望の家」外観イメージ

図 6  国道沿いの緑地をつなげ、シームレスに
緑と動線の連続性を創出

図 7  既存ペデストリアンデッキを有効活用し奥
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化し施設をコンパンパクト化施設施計画施画計計 化化画画計計計 施施設設 化化施施計計 設設 トトクク ししをを ンンンココ パパパパパパ施施設計 設画画画 設施画画 トト設設計計 施施画画 設設設設設計計計 施施施施計 ンン設設設計計 パ施設設計計計画計画施設をコンパンパクト化し

ツリー型
空間構成
ツリー型
空間構成

藤沢のまちを元気にする
そのトリガーとして
本プロジェクトを考えます
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図5　施設の全体イメージ
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N県N市Nスタジアム

観覧場、アリーナ、商業施設等

某市の公共公益施設を伴う駅前再開発完成後の持続的
なまちづくりのため、地元・関係者間のコミュニケー
ションの活性化を目的に、担当スタッフが交代で滞在
するサテライトオフィスの機能に加えて、地域交流・
情報発信の場所としてスタジオを地域に開いた。

まちづくりチームの関連取組実績

某市のサッカースタ
ジアム、アリーナ、
ホテル、商業施設を
含む複合開発（総事
業費 1千億円超）の
コンストラクション
マネージメントを担
当し、プロジェクト
を成功に導いた。

CM関連取組実績

大学との連携
代表者および統括ディレクターがともに大学教授とし
ての経歴を有しており、様々な大学との連携が可能で
す。藤沢市民をはじめ、関係のある大学と協働し、多
様な連携の取り組みを積極的に推進してまいります。

統括ディレクター　1983 年に大学院修了後、2013 年から

2023 年まで C工業大学にて教授を務める。代表作にＯ県立

短期大学などがあり、日本建築美術工芸協会賞、芦原義信賞

などを受賞。区立公園再整備プロジェクトにて設計を担当。

図書館計画コン
サルタント
関連取組実績

N県Ｎ市G文庫

公立図書館

公立図書館、官民共創
図書スペースなど様々
な形態の図書スペース
計画を担当し、数々の
利用率の高い図書館を
成功に導いてきた。

主任技術者を中心に
会議隊ごとに最適な
スタッフを配属

藤沢クリエイトセンター

CLUB 活動としての日常活動
（分科会・まちなかのコンテンツ）

管理運営
予定者

藤沢市

市民（個人とグループ）

三者協定に基づく種々の会議体

基本設計者

市民参画プラットフォーム

立ち上げ
ファッシリテーション
コーディネート

etc.

共創コンテンツ
の検証
運営計画
etc.

スキルの持ち寄り
やりたいの発見
参加主体化
etc.

場所イメージ発信
プロトタイピング
のサポート

施設計画への反映
etc.

常駐運営を通した日々の情報交換
（継続的なワークショップ）

日常的な立ち寄り

市 /市民 / 管理運営
予定者 /基本設計者
が具体的な活動風景
を対話の中から見つ
け出す場の運営

図 1業務実施体制図

統括ディレクター

コンセプトアドバイザー

プロジェクトマネージャー

管理技術者

意匠担当主任技術者

一級建築士 一級建築士

一級建築士

コミュニケーションデザイナー

一級建築士

構造設計一級建築士

電気設備

機械設備

ファサード・エンジニアリング

環境シミュレーション

代表建築家

コンストラクションマネージャ
一級建築士・CCMJ 資格者

設備設計一級建築士

設備設計一級建築士

一級建築士

一級建築士

技術士
登録ランドスケープアーキテクト

公園管理運営士

計画・意匠チーム 12 名 構造・設備チーム 10 名

再開発プランナー再開発プランナー
都市計画コンサルタント

一級建築士 意匠スタッフ

プログラミング エンジニアリング

エリアプランニングランドスケープ

まちづくりチーム８名
技術士

劇場計画コンサルタント

図書館計画
コンサルタント

建築音響
コンサルタント

総勢 40名の創造集団

代表企業の全ての
ホール音響計画を
担当。

密な協議・連絡・調整

図３　藤沢クリエイトセンターの機能イメージ

校校校

緑と立体的回遊廊による、にぎ
わいのあるウォーカブルなまち

ハコモノ先行ではなく「市民のやりたいこと」をサポートする本プロジェクトの基本姿勢には大変共感します。一方で、やりたい「コト」は「場所」と
結びついて初めて具体的に見えてくるものでもあります。そこで私たちは共創コンテンツを設計に反映する受け身の姿勢ではなく、コト＝活動と
場所が一体となった「風景」のデザイナーとして自らの職能を拡張し、市民参画プラットフォームの初期段階から藤沢市・管理運営計画者と一体に
なって積極的に働きかけます。具体的にはリアルな共創プラットフォームとしての「クリエイトセンター」の提案とその場での情報発信から始まり、
プロトタイピングにおける場所のイメージ提示、コンテンツ実装時の必要広さ検討、コンテンツ融合の提案など、「市民のやりたいこと」を実現する
道筋を提案し、プロジェクトを通して伴走します。

豊かな実績とチャレンジマインドをもつ創造集団による、基本設計者の役割を拡張した業務実施体制

コンパクト・シンプル・サーキュレーション・フレキシブルによる　”新たな文化的コモンズ”　　 市民に開かれた文化複合拠点の形成に向けた　機能統合と空間デザインの提案

すべてのひとと地球にやさしい施設づくり

OUR Project（生活・文化拠点再整備事業）基本設計委託公募型プロポーザル

応募者グループ名：A4グループ

『藤沢らしさ』を生み出し、育み続ける『希望の家』を目指した対話

（様式 3-2-1）企画提案書　【業務実施方針】

（様式 3-2-1）企画提案書　【スケジュール・進め方】

（様式 3-2-1）企画提案書　【実施体制等】

（様式 3-2-2）企画提案書　【特定テーマ 1】　施設整備の考え方 （様式 3-2-3）企画提案書　【特定テーマ 2】　機能の融合

（様式3-2-4）企画提案書　【特定テーマ 3】　ランドスケープ・その他配慮事項 （様式 3-2-5）企画提案書　【特定テーマ 4】　設計対話

上位計画を踏まえた本業務の実施方針について 『シンプルかつベーシックな施設』に対する考え方、それを実現するための基本設計上の工夫について

機能の再編成：10施設を３つの主要機能に再編

めぐる楽しさをもつ施設　―滞在し続けたくなる空間へ

本プロジェクトの検討プロセス基本設計者に求められる役割を踏まえ、望ましい本業務の実施体制について

代表企業及び、構成企業の業務実績

資格要件に係る設計業務実績に限らず、業務実施に当たって有益
な取り組み実績について

管理運営計画者と連携を蜜にとり、質の高いリーズナブルな設計を期間内に完成させます

豊かな実績とチャレンジマインドをもつ創造集団によってプロジェクトを推進します

地域と共に歩む、経験豊かな管理技術者  共同で創るデザイン組織―代表企業の特色 

まちなかのコンテンツを育むクリエイトセンターの設置設計対話における設計者の役割・取組方針等藤沢市、管理運営計画者、市民の意見をカタチにする工程計画
設計対話の実施方針について提案すること

藤沢市及び管理運営予定者との対話について

並行する管理・運営計画の策定を考慮した本業務の具体的な工程計画

管理・運営予定者と基本設計者が協働して計画の策定や設計に携わること
で期待できる効果について

『ビジョン実現するための３つのポイント』に対する取組方針について

『遊環構造理論』の応用

工事費の縮減、市民利用率の向上、事業性の向上

・「チャレンジしたい人」と「これからを担う子どもたち」をメインターゲッ トとして
　市民のやってみたいという好奇心から、さらに極めたいという探求心を支援する。

・単に場や空間を共有するだけの機能の集約・複合 化ではなく公園、図書展示などを
　媒介しながら、ヒト、モノ、コトをシームレスにつなげる。

・施工完成している段階での、再投資を前提に、初期段階は、ベーシックなものとし
　て時代のニーズに合わせて方向転換し、新陳代謝を図る。

図 3　遊環構造図

図 1　エリアビジョン概念図

図 2　『希望の家』　周辺環境図

” 藤沢のまちを元気にする” 市民の『やりたい』が集積した『希望の家』

OUR Project は単に藤沢生活・文化拠点を再整備するだけではなく、
計画地の枠を超え、藤沢駅南口に面した商店街・通りのにぎわいを
復活させるため、市民の文化・レクリエーシ ョンを中心とした活動
による、藤沢駅前の「前庭エリア」と新林公園周辺の「後庭エリア」
を結ぶ「都市軸」の構築を目指します。（図 1）そのためには、長期
的な視点で都市空間の再構成と藤沢の創造的市民共同組織の活動が
継続的に行われるような仕掛けをつくる運営組織づくりと、その関
係性をもとに都市スケールでの「コンテンツ」をつくりあげていく
ことが重要です。 
市民の「やりたい」が集積した「希望の家」
OUR Project でつくられる建築は市民の「やりたい」が集積した未来
の希望であると考えます。それは大きく膨らみつつ、変化もしてい
くでしょう。それらに応答できるような建築として、「希望の家」
を実現します。 

ビジョンを実現するための「コンテンツ」は、様々な市民のチャレ
ンジや出会いの機会を生み出すことができるだけではなく、コンテ
ンツやその担い手となるプレイヤーと周辺のまちを結びつけること
により、そのまちを活性化させるための原動力を生み出し続けるこ
ともできると考えます。
私たちは、本プロジェクトの早期段階からコンテンツ等を計画地外
の周辺エリアにも展開し、ひととひとをつなぎ、都市の活力を創造
させながら、「藤沢らしく持続する」まちづくりの実現を目指します。
本計画を周辺のまちづくりと結びつけるために、以下の取組を提案
します。

期待される効果等
①コンテンツ・まちづくりの原動力 (担い手 )の発見・育成
コンテンツの醸成や担い手づくりは長い時間を要すると考えられ
ることから、先行的コンテンツの場を創出し、設計者等も携わり
ながら「育む」期間を設けることで、複合施設の供用開始時から
円滑な施設のマネジメントに移行することが期待されます。
また、これまで既存施設への関与・関心が少なかった市民の関わ
りしろを設けることができ、プレーヤー同士の新たな出会いやコ
ンテンツ創出の呼び水となることも期待されます。
②複合施設の設計計画・管理運営計画の内容の深度化
先行コンテンツ自体も、藤沢クリエイトセンターを介した設計者
等との密接な対話により、その空間や取組内容のチューニングを
行えるとともに、これらの実践経験から、複合施設で展開する際
のニーズや課題等の抽出が可能となり、ビジョンの実現性が高い
計画の立案に向けたフィードバックができると考えられます。
③駅周辺エリアの価値向上、まちづくりの機運の醸成
周辺エリアの既存ストックをコンテンツの媒介として利活用する
ことにより地域活性化を図り、早期にエリアの価値を高めるとと
もに、計画地と相乗効果の高い都市機能等の需要の掘り起こしを
行い、建替え・リノベ・開発等といった民間主導のまちづくりの
機運を高めることが期待されます。

ビジョンを実現するための要素≒コンテンツを媒介と
した「藤沢らしく持続する 」まちづくりへの展開（ 図2）

本プロジェクトの検討プロセスの期待できる効果について

エリアビジョンの起爆剤としての『希望の家』』

提案
①計画地の整備工事に着手する前から藤沢駅周辺エリアの既存ス     
　トック（公園・広場・街路等の公共施設や民間の遊休不動産等）
　を活用し、OUR Projectのコンテンツ含め、様々なアクティビティ
　以降、「先行コンテンツ」）を展開します。
②周辺エリアに『藤沢クリエイトセンター』を設置し、設計者が常
　に地域とつながりを持ちながら設計対話等に取り組みます。

※無断使用および無断転載禁止（藤沢市 企画政策課）


